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o糊034!?附愛の予防的抗生峨投手酬の検
自治低利‘大学 i呼吸昔話外科
大谷良一，迷j接{変締，仏:1.藤幸夫， .長谷JI!蹴，
所縁紀子，村IJI 史雄， j家mt専. !lJ仁i 勉.
!Jl本点…..1三j家康総.金井義i弘選手紙若手封IJ
[El (l9] IJil切除許可後の予防的抗生物質の至適投与鋭部]を
prospective 1こ検討した. (対象12002 iド1月，~12月に当科
で. JJitî忠:~t~l:総務"に対して NDl 以.Jニのリンパ宣言務誌を伴う
Jlit ~~t)J除 H1i または腕 IKJ或切除街を路行した 40症例を対象
;こした.気管支形成術を伴う症例. 1'4 レベルの浅科書l~校
合fjf:切除をwう痕例.腎機能際f喜子主{苅は対象外とした.
[)J法}対象品:例の子i坊f1ち抗生物質 (Cefmetazo!c2g/day) 
投与JUj1日jを唱知!YJlI手{術;後1日1]まで}と長期解(術後6
iヨi]まで}に紫作為に対IJ付けた.許可後の感染症合静につ
いて Fi~herft抜法で，制:[後;{EI淀期間についてt1安定で， f本
j註.1IIli球数‘ CRPの披移について反後澱定分散分析で
前群をよと絞検討した.術後3--14日日に全身性炎桜反応、症
絞1n" (SIR訟の診断基司fiを満たしたものを感染拡合併杭
例とした‘{結果;術後の感染~{.rむ1:率は.短期群 20%.
長期辞:50%で有設立を認めなかった.またー獄後夜i淀}哲j
i児休jbi-白lft球数.CRPの 1Ü~拶とも，ドJijH!(: !I!Jに有志:;，:去
を認めなかった.じふ治1JJむ切除111f t:去のチ ~jj的抗生物質投
与期間は，術後1日lJまでと 6臼口までとで感染拡予防効
来に授が認められなかったため.効県対-費J1の而から誕百後
1 n blまでの投与・(j)方が好ましいと考える.
